
3

　商工会中軽井沢支部は、中軽地区
の活性化を進めるうえで、どのよう
な施策を実施していくべきかを探る
ため昨年から調査を行い、その結果
をまとめた報告書を作成した。「地域
を知る」をテーマに、郷土史の講演
会やまちづくりワークショップ等を
企画、コロナ禍のためオンラインで
開催した。
　11 月に行ったアンケート調査から
は、「中軽井沢の好きな場所」「よく
利用する場所」がどちらも湯川公園
であったこと、「くつかけ」の名前の
由来を半数以上の人が知っているこ

と、また郷土の歴史に多くの人が関
心を持っていることなどがわかった。
一方、中軽井沢のエリアデザインに
関して 38％が知らないと答えたこと
から、認知度を高める必要があると
いう課題も見えた。
　また、12 月に 2 回 ZOOM 会議で
行ったワークショップでは、中軽井
沢の魅力や課題について幅広い意見
が寄せられ、具体的な提案等もあが
った。今回、ファシリテーターを務
めた福原未来さんは「一つの方向性
を出すのではなく多様な意見を出し
てもらい、まちづくりのヒントを得

　
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
日
本
人

画
家
レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ
の
作

品
だ
け
を
集
め
た
「
軽
井
沢
安
東

美
術
館
」
が
2
0
2
2
年
9
月
に

開
館
す
る
。
軽
井
沢
に
も
拠
点
を

持
つ
安
東
泰
志
さ
ん
夫
妻
が
15
年

に
亘
り
収
集
し
て
き
た
フ
ジ
タ
の

作
品
を
展
示
・
公
開
す
る
個
人
美

術
館
。
建
設
地
は
大
賀
ホ
ー
ル
近

く
の
一
画
で
、
地
上
2
階
建
て
、

展
示
室
の
ほ
か
、
フ
ジ
タ
の
ア
ト

リ
エ
を
模
し
た
ス
ペ
ー
ス
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
シ
ョ
ッ
プ
を
併
設
す
る
。
安
東

さ
ん
夫
妻
に
と

っ
て
は
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
始

め
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
最
初

の
作
品
と
出
合

っ
た
の
が
軽
井

沢
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
の

町
で
の
美
術
館

創
設
を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
た
。

来
秋
オ
ー
プ
ン
予
定

日
本
唯
一
の
フ
ジ
タ
作
品
の
美
術
館

美
術
館
の
建
築
模
型
を
前
に
笑
顔
を
見
せ
る
安
東
夫
妻
。

「
フ
ジ
タ
が
晩
年
に
ア
ト
リ
エ
兼
住

居
を
構
え
た
パ
リ
郊
外
ヴ
ィ
リ
エ
・

ル
・
バ
ル
ク
と
軽
井
沢
は
、
自
然

が
豊
か
で
、
都
会
の
喧
騒
を
離
れ

た
心
休
ま
る
雰
囲
気
が
重
な
り
ま

す
」
と
安
東
さ
ん
は
話
す
。

　
レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ
は

1
0
0
年
以
上
前
に
日
本
か
ら
パ

リ
に
渡
り
、
エ
ー
コ
ル
・
ド
・
パ

リ
の
代
表
的
作
家
と
し
て
成
功
し

た
。
日
本
で
も
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
る
が
、
フ
ジ
タ
だ
け
を
集
め

た
美
術
館
は
初
め
て
。「
フ
ジ
タ
の

人
生
は
愚
か
な
人
類
の
争
い
に
巻

き
込
ま
れ
て
波
乱
に
満
ち
た
も
の

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
彼
が

晩
年
に
到
達
し
た
心
境
の
中
で
描

い
た
無
垢
な
少
女
や
猫
の
作
品
も

展
示
し
ま
す
。
フ
ジ
タ
の
生
き
ざ

ま
と
美
し
い
作
品
が
、
見
る
方
に

と
っ
て
の
道
標
や
希
望
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
安
東

さ
ん
。

コロナ禍でのまちづくり事業報告

中軽井沢をどんな街に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
好
き
な
場
所
1
位
と
な

っ
た
「
湯
川
ふ
る
さ
と
公
園
」。

ようというもので、新たなネットワ
ークをつくるきっかけにしたいとい
う目的もありました」と話す。巻末
には、これまで各種団体や行政が提
案した構想や調査を掲載。マーケテ
ィング分析として、商店街の状況や
地区の年齢別人口構成、人口分布図
なども掲載している。（中軽井沢図書
館及びルルグラスで閲覧可能。）

　新軽井沢の住民有志でつくる新
軽井沢区誌編纂委員会が 3 月、区
の歴史をまとめた区誌「新軽井沢
の歩み」を完成させた。「区の歴
史をまとめたものがこれまでな
く、このままでは次の世代に伝え
られない」と、前区長の山岸征男
さんが 2 年前、区民総会で区誌作
りを提案。委員会を組織し、制作
を進めていた。
　新軽井沢の住民 50 人以上に聞
き取りを行い、各家庭などに残さ
れている写真や資料などを集め
た。「学術書的なものではなく、
土地の人がどんな仕事をして、ど
んな暮らしぶりをしてきたのか、
まとめたかった」と山岸さん。
　それまで湿原だった土地に、坂

本宿から明治 17 年に碓氷新道が
通り、同 26 年に鉄道が開通。駅
前に旅館や運送屋が建ち、発展し
ていく様子も記した。「子どもや若
いお父さん、お母さんに写真など
を見てもらいながら、語り継ぐこ
ともしていきたい」と話している。

区誌を手にする山岸さん。650冊印刷し、区の
450戸に無償で配布。アマゾンでも販売してい
る。1870円。

住民の仕事や暮らしぶり、50 人以上に聞き取り

新軽井沢の歴史、一冊に


